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　脳血管に障害が起こる病気の総称で、代表的なものには脳血管が詰まる脳梗塞と脳血管が
破れる脳出血、くも膜下出血があります。
　脳卒中は一命をとりとめたとしても、後遺症が残ることが多く、介護が必要になる原因では
認知症に次いで第二位となっています。

　脳卒中の原因は高血圧や糖尿病、脂質異常症などの生活習慣病や肥満、飲酒喫煙などがあり
ます。いずれも生活習慣にかかわるものなので定期的に健康診査を受けることで早期発見し、
普段の生活を見直せば脳卒中は予防することができます。

1．自分の血圧を知り、コントロールする心がけをしましょう。
2．塩分を控え、バランスの良い食事をとるよう心がけましょう。
3．適度な運動を心がけましょう。
4．定期的な健診を受けましょう。

　脳卒中は発症後、時間が経つほど障害が重くなり、命の危険も高まりますので以下の症状が
ある場合は直ちに救急車を呼んでください。

脳卒中に気をつけて！

「イー」と言った
ときにー側の顔が
ゆがむ場合

両手をあげて片方
の手が落ちる場合

「今日は天気がよい」
ときちんと言えない
場合

顔 腕 言葉 時間

脳卒中？顔・腕・言葉ですぐ受診
“119番”または“専門病院”へ

脳卒中とは？

こんなときはすぐ病院へ！

脳卒中を予防するためには

脳卒中予防の 4大ポイント
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